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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画 寺坂小学校区 保護者向け説明会 
意見交換・発言要旨 

 
■ 開催日 2022 年７月 31 日（日）10:00～11:30 

■ 会 場 寺坂地区コミュニティセンター 

■ 出席者 参加者 26 名 

教育委員会事務局 ５名 

■ 質疑・意見交換（要旨） 

意見・質問 回  答 

出石地域で（小学校を）１校という部

分で、地域全体のことなのでいろいろ問

題はあるが、ただ５歳児以下の人数はだ

いたい 50 人前後となっているので、そ

うなると２クラスに収まる人数だと思

う。そうすると今から検討を進めても遅

くはないと感じた。今後、説明会をして

いくと思うが、その際にアンケートなど

で出石で１校という要望があるかどう

か、出石全体の意見を聞いていただきた

い。 

寺坂小の保護者でも１校という意見

も多数あって、福住小との統合も理解は

できるが、その先の１校へという具体的

な計画を含めて検討していただきたい

と思う。 

先ほど４年かかるというのは、あくま

でも土地の場所が決まってから計画が

でき建設までにかかる期間と説明した。 

出石では、場所の選定からになるの

で、８～10年ぐらいの期間はいるかと考

えている。 

その間、子どもたちの教育環境として

このままでよいのかどうかということ

もある。まず現在、小規模すぎる学校に

ついての課題解消が第一であると考え

ている。したがって、寺坂小と福住小、

小坂小と小野小の統合をした次のステ

ップとして出石地域での１校を検討し

ていく必要があると考えている。 

出石に１校となるのであれば、そこま

で待つのは、市教育委員会としては好ま

しいことではないと考えているので、特

に現在の児童数を考えると、先行しての

統合にご理解をいただければと思う。 

今後、ご意見も聞きながら１校にする

ときの時期についての検討や、将来的に

は計画として作っていく必要があると

考えている。 

跡地利用について２点お聞きしたい。 

跡地利用で、市の事業が、具体的に学

校以外でどういったものを想定されて

いるのか。 

もう１点、港西小と奈佐小が跡地利用

に関して、地域が最低限の費用負担をさ

れて使われているということだが、年間

どのくらいの金額になるのか教えてい

ただきたい。 

まず閉校が決定した段階で市役所の

各部署に、今後、行政として使う可能性

があるのかどうかを照会している。例え

ば、どこかの施設が老朽化しているの

で、建て替えより移転した方がいいとい

うことがあればそういったもの。また、

機能を集約する複合的施設など、いろい

ろな方向で考える必要がある。 
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意見・質問 回  答 

それに関係して、学校敷地内にスポー

ツクラブ 21 の倉庫があるが、それが行

政財産から普通財産に変わったときに

費用負担が新たに発生するのか気にな

っている。 

現在、学校跡地を地区利用されている

のは、旧奈佐小と旧港西小である。旧奈

佐小は、一部借地があり、借地料が別に

あるが、地区に年間で 30 万円程度の負

担をお願いしている。電気代も家庭並み

に換算している。 

スポーツクラブ 21 については、学校

が統合したときに、スポーツクラブ 21

はどうするかということも協議はさせ

ていただくことになる。 

今日の説明会は保護者に対するもの

と説明がありましたが、私は保護者では

ないが、質問させていただく。 

まず１点目は、この計画については、

私どもも地区の区長会の意見と一緒で

すので了とするものです。 

けれども 2018 年にすでに学校施設整

備のあり方の方針が出たと思う。その

後、説明では 2020 年に審議会を立ち上

げたとあった。教育行政としての責任と

いうものがあると思う。そういう立場か

らすれば、教育というのはやはり一言で

いえばリテラシーをどのようにつけて

いくのかということが重要だと思う。昭

和 40 年代まで但馬地域においても谷ご

とに村・学校があるというような時代で

したが、今はそうではない。そういう意

味で、その時代に応じたリテラシーをど

のようにつけていくのかを考えれば、こ

のような形での教育施設のあり方を考

えざるを得ないというのが結論だろう

と思う。そういう意味では理にかなった

計画だと思っている。実際に地域で子ど

もたちを見ていても、以前はあいさつも

でき、声掛けをすれば返事を返してくれ

ていた子どもが、最近では顔を見ても少

しはにかんでいるのかどうか分からな

いが返事ができない、はたして社会性が

身についているのかが気になっている。

子どもは確かに保護者にとっても宝だ

が、地域にとっても宝です。そういう意

味では、地域の将来を担う子どもたちに

どのようなリテラシーを付けていくこ

2019 年に学校施設個別施設計画を策

定し、極小規模校については、必要な修

繕等維持管理は行うが、建て替えは対象

外とするものであった。 

その後の適正規模・適正配置審議会で

は、あくまでも子どもたちにとって学校

はどうあるべきかという観点で、統合に

関するお金がどれだけかかるとか、建て

替えにどれだけかかるとかを抜きにし

て、まず子どもたちの教育環境のために

検討してくださいとお願いした。 

地域に根差した子どもということで

は、例えば、統合の要望書が出てきた他

の校区では、校区としては小さくて、子

どもも減ってきていて、ただ、校区とい

う括りがあるために、同級生がいないこ

とが心配で他の校区に転居してしまう

子どもがいる。そうであれば、コミュニ

ティは既存のままで、地域に子どもが帰

ってきてくれる、行事に参加してくれ

る、土日は子どもたちが地域で遊んでく

れる、という姿を目指したいと統合の要

望書を出された。市教育委員会として

も、これまで学校で行っていたふるさと

学習の一部もできればコミュニティに

も引き継いでいただき、子どもたちと一

緒に参加できるような事業などを創っ

ていただければと思っている。仮に統合

しても、市で行っている一連のふるさと

教育に加え、地域に根差した教育として

地区の探検など、例えば寺坂にも来ても

らえる機会も作ることも含めて、今後、
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意見・質問 回  答 

とが必要なのかと思うので、こういう観

点からしっかりと教育行政の責任の立

場でしっかりと計画を粛々と進めてい

くことも必要ではないかと個人的には

思う。先ほどから説明を聞いていると、

保護者への配慮があったのではと思う

が、教育行政としてしっかりと責任を持

って、このような方向で進めていくとい

うものが少し感じにくかったと思って

いる。 

保護者にとっても大切な子どもだが、

地域にとっても大切な子どもなので、将

来を担っていく子どもたちがしっかり

とこの地域で胸を張って、地域の将来を

担っていけるような、そういう理解力、

そして創造力、そういうものをしっかり

とつけていく教育を進めていってほし

いと思う。 

統合がまとまれば検討していく必要が

あると考えている。 

地区の意見をないがしろということ

ではなくて、校区が広がっても地区とし

て子どもたちをどう育てたいかという

ことを意見交換しながら新しい統合後

の学校の教育像、子どもたちの未来像を

考えていくというような作業もさせて

いただく必要があると思うので、統合が

決まったら、統合準備委員会でそのこと

も含めて検討していければと考えてい

る。 

今の回答は、少し誤解をされているよ

うだが、私は、この計画が地域のことを

無視するものであるとは一言も言って

いない。それよりもしっかりと教育行政

としての責任を果たすという立場から

考えれば、必要なことでやられているの

であれば、もう少しそこのところを強調

していただいてもいいのではないかと

思う。 

今、ふるさと教育の話が出ましたが、

ふるさと教育というのは、確かに学校教

育の中で行うふるさと教育、それを地域

の人が関わるというのも必要だと思う

し、それを否定するものではないが、主

体は学校教育です。だから学校が主体的

に地域の方とタイアップしながらどう

いうふるさと教育をしていくのかとい

うことが大切なことだと思う。その意味

でも、もう少し学校教育、学校現場、教

育行政、そのようなところが主体性を持

って、責任を果たしていくことが大切で

はないかと感じている。 

学校が責任を持つべきではないかと

いうご意見をいただいた。 

今回の計画は、子どもたちにとってよ

り良い教育環境を作っていくために統

廃合を進めていかなくてはならないと

いうことから進めている。他方で子ども

たちは地域で育てていただいていると

ころも十分にあるので、そういったこと

も踏まえて、教育委員会とともに考えて

いきたいと考えている。 

市の説明もよく分かった。統合しなけ

ればならないこともよく分かった。けれ

ども、私たち保護者の中では、意見が２

ＰＴＡで今後検討をお願いするとこ

ろですが、地区やＰＴＡの考え方によっ

て進め方は異なり、市がこうしてくださ
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意見・質問 回  答 

分していると思う。本当にそれ（統合）

を必要としている家庭、そして、本当に

悩んでいる家庭、反対の家庭がある。私

がお伺いしたいのは、ＰＴＡや保護者内

で、どこまで議論していくのかという今

後の進め方のところです。３番、４番、

５番（説明資料 P23）になるにつれて検

討していく人数はだんだんと減ってい

くと思う。ただ、３番の段階でＰＴＡで

議論していくのか、私たちの意見をすり

合わせるのは、どこまでできるのだろう

と思っている。 

これは 12 月に方針を出されて、2024

年統合の計画だと思うが、私たちは何も

まだＰＴＡの中で十分に話し合ってい

ない。そう考えると、この 2024 年とい

う時期は決して遅くないというか、むし

ろ早すぎるというようにも思える。この

議論を私たちはいったいどこですれば

いいのかと思っているので、教えていた

だきたい。 

いというものではないと思っている。ま

ずは、ＰＴＡでアンケートを取られると

いうことなので、その結果を踏まえてど

のような思いを皆さんがお持ちかとい

うことを共有していただくところから

スタートするのかと思う。 

他の学校の事例であれば、５年生や６

年生については、今の学校で卒業させて

あげたい思いが強くて、なかなかＰＴＡ

でもまとまらなかったという話は聞い

たりした。ただ、これから入学してくる

子どもたちのこと、あるいは、在学生で

同性がいない、同性しかいないといった

課題や下級生がいないような状態にな

ると、学校は学びの場でもあるが、同級

生や下級生といっしょに過ごすことに

よって、思いやりの心などを育むという

意味でも集団生活の重要な場かと思う。

そのようなことも踏まえて、皆さんがど

う考えておられるかの意見交換をして

いただく必要があるのかと思う。他の事

例でも、反対の意見はあったけれども、

これから入学してくる子どものことや

一人しかいないクラスの子どものこと

を考え、地域の方で、ＰＴＡの方で結論

を出していただいたというような状態

である。それはあくまでも要望書を出さ

れるにあたってで、今回は市の計画が基

になるので、まったく同じようにという

ことではないが、やはりＰＴＡの中で話

し合い、意見交換をしていただいたうえ

で、ある程度思いを共有していただき、

どうあるべきかという話をしていただ

きたいと思う。市の強制的な進め方だと

今後わだかまりもできてしまうなど課

題もあるので、皆さんと一緒に考えてい

きたいと思う。決してＰＴＡにお任せ

し、結論だけを求めるというのではなく

て、市教育委員会でも質問などがあれば

対応させていただくし、必要であればこ

のような説明会をさせていただく。あく

までも目安として 2024 年度としている
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意見・質問 回  答 

が、進捗によって時期は検討していきた

いと思う。 

やはりこの問題というのは、私たち

は、子どもに対する責任を持って取り組

まないといけないと思っている。子ども

の未来を考えると。そうすると、そんな

いいかげんな気持ちではできない。一生

懸命に考えて、そして、やっぱり最後、

納得した形で統合するなら統合したい。

これはやはりしっかり話し合って検討

していくべき課題だと思う。 

まず、本日は保護者向けの説明会であ

る。この後、ＰＴＡでアンケートを取ら

れ、その結果も踏まえて、住民向けの説

明会を開催したいと考えている。それか

ら、地域の方も保護者も一緒に交えて考

えていくという順番と考えている。寺坂

地域内での検討は、ＰＴＡだけで検討し

てくださいとか地区だけで検討してく

ださいではなくて、まず保護者の思いを

確認したいと地区の区長会の方は言わ

れていたが、その思いも踏まえながら地

域内で検討していただく必要があるの

かと思う。そこで、継続して検討が必要

ということであれば、「寺坂小学校を考

える会」など地区で継続して検討してい

ただく組織を設けていただければと考

えている。すぐに結論が出ないというこ

ともあると思うので、そうなると 2024

年度は難しいかもしれないが、ＰＴＡの

中で検討し、その考えを地区に伝えられ

たうえで、地区全体で検討という順に、

慎重に検討していただきたい。市教育委

員会も適切に関わらせていただき、ある

いは、情報提供させていただき、進めて

いければと考えているのでよろしくお

願いしたい。 

今、そのように説明いただいたが、実

際、前回の説明会からＰＴＡでアンケー

トも取られましたけど公表もされてい

ないですし、結局、誰も主体的にされる

方が、この中にいない。だからＰＴＡの

中でも話し合いが進まない中、このまま

の状態が続いているので、この状態をど

うすればよいのか。お任せしますと市の

方から言われても、話し合いもできない

し、何も進展していない。 

ＰＴＡの中にも、反対の方もいるし、

賛成の方もいますが、今、現状、そうい

う話し合いの場もなく、地域で話し合う

こともないし、ただ市からの説明だけを

まずアンケートを取られる予定であ

るので、その結果について市教育委員会

へも提供していただき、そこから相談さ

せていただければと思う。 

今回、ＰＴＡ会長さんから依頼を受け

て、日曜日の方が参加しやすい、あるい

は事前に資料を送って意見も聞いてと、

会長もいろいろと考えて今日のような

場を設けているので、これから一緒に考

えさせていただければと思っている。 

決して丸投げではなく、しかし、市で

一方的に進めるわけでもなく、一緒にな

って考えていければと思っている。 
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意見・質問 回  答 

受けているだけなので、たぶん何も変わ

らないと思う。 

私は人数的にももっと早い方が良い

と考えている。５歳児以下はすごく少な

くなっている。これから話が進まないの

であれば、地域を変えられる方も出てく

るかと思う。 

したがって早急に話を進めたいと思

うが、主導して考える人もいないから、

このまま説明会をしても何も進まない

と思う。ただこうやって意見を聞いて話

が終わっていくだけと思っている。 

市が主体となって進めることは難し

いことかと思うが、今、現状そのような

感じなので、そのあたりも考えていただ

けるとありがたいと思う。 

統合に関して、寺坂小学校はもちろん

ですが、福住小学校も当事者になると思

うが、福住小学校の校区の方がどう思っ

ているのかが、こちらには全然見えなく

て、説明をされているのか。どのように

思っていらっしゃるのか。 

この計画については、学校にも周知し

ている。 

統合するという方向性となれば、市教

育委員会から福住地区へ説明に行って、

寺坂地区の関係者の方、福住地区の関係

者の方で構成する統合準備委員会の設

置を調整する。お互いに協力体制がない

と進まないので、まずは寺坂地区に話を

させていただいて、統合という方向にな

れば、なるべく早い段階で福住地区にも

方向性を伝えて話をさせていただく必

要があると考えている。 

前回の説明会でも福住小との統合に

疑問を感じておられる部分があったの

かと思うので、現時点ではまだ福住地区

の関係者との話をしている段階ではな

いが、方向性として出そうな段階で事前

協議、協力依頼など説明する必要がある

と考えている。 

現状、次年度やその次の年は、入学生

が一人ずつしかいない状態ですが、その

方々がどうするつもりかという意向は

把握されているのか。 

具体的になるが、その子どもたちが転

出されたりや違う学校に行くとなると、

高学年になって初めて下級生ができる

という状況となったりすると少し悲し

こちらの資料は、住民登録上の数値で

あり、ひとりひとりの意向を聞いたもの

ではない。 
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意見・質問 回  答 

いと思っているので、できるだけ早く進

めていただければと思っている。 

出石地域に１校ということに関して、

最初の段階ではその１文すらも計画案

の中に入っていなかったと思うので、計

画となったときに「検討を始める」とい

う１文が入ったことだけでもすごく大

きな一歩だったのではと思うが、検討を

始めるのは早くてもいいのではないか

と思っている。 

（ご意見として参考にさせていただく） 

 

 

 


